



Effects of Self-Esteem and Eating Self-Efficacy on Eating Behaviors of
 Female University Students


































































































































































































































下位33.3％を “低い群”，その残りを “普通群” と区




































満腹になるまで食べることが多い 14(28.0) 17(34.0) 13(26.0)
たくさん食べる時も少なく食べることもある 33(66.0) 32(64.0) 32(64.0)
)0.01(5)0.2(1)0.6(3るべ食量適もつい
あまり関心がなく食べる 9(18.0) 4(8.0) -
たまにバランスを考えながら食べる 35(70.0) 37(74.0) 36(72.0)
いつもバランスを考えながら食べる 6(12.0) 9(18.0) 14(28.0)
ほとんど毎日一食は欠かす 5(10.0) - 6(12.0)
週に2～3回は欠かす 11(22.0) 19(38.0) 17(34.0)
)0.45(72)0.26(13)0.86(43いなさか欠どんとほ
嫌がってほとんど食べない 37(74.0) 42(84.0) 34(68.0)
)0.23(61)0.61(8)0.42(21るべ食は回1日1
--)0.2(1るべ食食毎どんとほ
嫌がってほとんど食べない 1(2.0) - 1(2.0)
週に2～3回は食べる 33(66.0) 24(48.0) 26(52.0)
)0.64(32)0.25(62)0.23(61るべ食日毎どんとほ
)0.82(41)0.22(11)0.82(41いなべ食どんとほ









週に2～3回は食べる 30(60.0) 38(76.0) 40(80.0)
)0.2(1)0.6(3)0.6(3るべ食は回1日毎
)0.22(11)0.41(7)0.02(01いなべ食どんとほ






































































































自尊感情水準 N１）（％） 平均値±標準偏差 F ratio 2) df 3) p
低い群 50（33.3） 9.24±3.61














































（Parcel et al., 1996）を想定した。
　まず，自尊感情が食行動に及ぼす効果について分
表３　食行動の自己効力感水準による食生活習慣点数についての分散分析表








区分 食生活習慣 自尊感情 食行動自己効力感
自尊感情 .34*** -
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